2018.10月　秋の土用の診察法と治療法

中本：はい、そうしたら午後の座学の方に移りたいと思います。宜しいでしょうか。午後の座学に行きます。今月もですね先月と同じように実技を交えたグループディスカッションと言うのを行っていきたいと思います。季節を基本にした考えですね。それを基にして選経選穴と言うのはもう分かってきましたよね。そして今期は何をするかと言うと、その選経選穴したものをちゃんと触れるかどうかって言うものを、皆実力をつけて行きましょうと言う事でやっています。昨日からですね土用に入ったんですね。秋の土用に入りました。そして午前中にもちょっとやったように、選経選穴は大体脾の土穴、そして胃経の兪木穴と三里という事が出てきていますよね。そこにですね、ツボ反応がちゃんと取れるか、そして脾の影響っていうものが、脾の季節の影響、飲食労倦の影響とかですねそういうものがちゃんとお腹なんかでも触れるのかどうか、そう言う事をやっていかないと実際に本当に治療はできないと思います。正常であれば緩と言うのは中々触れられないと言う事になっていますけど、そういう影響が強く出れば緩と言うのは出てきます。テーマ1はですね、まずその土用の影響って言うものを探していきましょう。緩と言うものを探しましょう。脈でも皮毛でも一緒だと思います。そういうものがどこに出ているのか、どの深さに出ているのか、そう言った事を全員が分かって、話し合ってですね理解していって欲しいと思います。テーマ2ではですね、緩と言うのは力の無い緩んでいる状態と言う話がありましたよね、午前中に。そして脈で言えば遅いと言う事がありました。その緩んでいる状態、表面と言うものがちゃんとはっきり分からないものなので、どこが一番上なのかと言うのが中々分かりにくいかと思うのですが、そこに鍼をするわけですよね。ですからどこに鍼をするのかと言うのをそれで分かっていくと言う事になろうかと思います。図で書きますと、普通だったら脈があって、脈を上から押さえていくと張りと言うものが出ていると思うんですよ。そう言う張りが無い状態ですよね。熱と言う話も午前中に出ていましたけど、熱が多いとこの張りが強くなっていくので滑と言う風になります。その熱が無いとこの張りがなくなるので、この側の部分が分かりにくい訳ですよね。それが緩、緩んでいると言う事になります。脈の早さも遅くなると言う事になるんですね。そう言ったものを、それは皮毛でも一緒だと思います。そういうものをちゃんと触知できて鍼ができるように、どの部分に鍼をするのかと言うのを話し合いながら実技をしてもらいたいと思います。脈経とか察病指南の方では、そこに資料に載せてますけど、普通だったら触れないけどそいう言う影響が現れると遅くなるとかですね、軟になるとかそう言ったものがありますよね。そう言ったものを探しながら緩を探してください。じゃあ宜しくお願いいたします。じゃあ班に分かれてください。班を言います。1班、竹下先生、高澤先生、田附先生、尾崎先生、田村先生。2班、中村先生、山本先生、山崎先生、江田先生、中本。3班、河村先生、岩本先生、片岡先生、久野先生、本田先生。じゃあ、よろしくお願いいたします。

中本：はい、皆さんお疲れ様でした。今回は緩を触る、触れるようになると言う事で進めていってもらいました。皆さん、触れましたでしょうか。形式的にはですね、今は脾の土穴を触ったりとか、学術部の方から取穴を出しましたけど、ああいうツボを触る事も結構あると思うんですけど、それが触れないと意味が無いのでこう言う風に今やってもらっています。どうでしょう、触れたでしょうか、緩の状態。お腹で緩を診れる、尺膚で診れる、脈でちゃんと診れましたでしょうか。皆に聞いても良いですし、誰かに当ててもらっても結構です。

本田：じゃあまず1班、どうぞ。

竹下：1班です。1班は緩脈を勿論中心に探して、脈の状態と言うと緩のイメージをしていたんですけど、やっぱり表面だったりとか、あと全体的に脈って言うのがぼやけているとか。あとは弾力が無いとか言う意見が結構出ていました。表面フニャフニャとか言う時には脈に合わせて尺膚とかお腹とか、足なんかも今日は出していただいていたので、触った感じ、やっぱりそのブヨっとしたような所も目立つと言う感じでした。緩以外にも濇なんかも入っているねとか脈の構造を診ていくような話もしましたし、ただ緩と言うのがどの辺りにあるのかと言うか、三菽から診ていくのを大事にしてやったんですけど、ツボの感じですかね、土穴、緩脈だったら土穴とかは使うんですけど、その土穴を触っていく時に浮かせ過ぎて触るとか、浮かし過ぎもダメだし沈め過ぎもダメとかと言うような話になって、それは何でダメなのかって言うと、浮き過ぎると安定がしないとか、影響力が薄いとか、沈め過ぎると指が重たくなったりとか、それに中間くらいがいいんじゃないかと言う意見が出ました。僕の方でもやっぱり、実技チェックポイントなんかも参考にさせてもらって、軽く触っていかないと内気が壊れていくので、よい風にツボとかが触れないと言う話にもなりました。ごめんなさい。緩脈とはちょっと違うんですけど。そんな話ですね。緩脈の方はやっぱり脈って言うのが全体的にボヤっとしているなって言うのは、緩脈って言うのは捉えて、それに併せてお腹だったり尺膚と言う所もブヨっとして、所謂、気が入っていないようなそういうもので緩脈と感じていました。以上です。

中本：はい、ありがとうございます。さっきの沈め過ぎて悪いとか浮かせ過ぎて悪いとかと言う事があったと思うんですけど、緩の状態が、テーマでもあったと思うんですけど、どこに鍼をしたら良いのかと言うのが中々分からないので、浅過ぎたり深過ぎたりって言う事になると思うんですけど、その辺は班の中では話し合いとかそう言った事はあったでしょうか。

竹下：僕の意見でという形でちょっと話をさせてもらったような気はするんですけど、さっき言ったみたいに、浮かせ過ぎは安定しないとかで鍼が上手くできないとか、沈め過ぎたら今度はやっぱりツボ自体を潰してしまったりとか、体重がかかると言う話はあったんですけど、僕はその浅い・深いと言うのは浮沈脈なんかも参考にして、浅い所に緩脈があるとか、深い所に沈めていって緩脈があるっていうのだったら、深い位置に鍼を持って行かないといけないし、浅い所にしか本当に表面にしか緩脈が無いっていうような緩脈だったら、浅い所で鍼を持って行けば良いんじゃないかと言う話はしました。

中本：その緩と言うのは、表面が分かりにくいと言う物があると思うんですよね。その分かりにくい、どこに鍼をするのかと言う所が、結構問題になるのかなと思ったんですよ。浮かせ過ぎれば安定しないけど、重過ぎても安定しない人はしないので、どこに鍼をするのかっていう事なんですよね。他の方はどんなでしょう、その辺は。どう思われるでしょうか。

本田：どうですか。緩脈の時に鍼をどこの位置に持って行くかって言うのは、多分、浮沈はそこそこ分かってきて脈状も分かってると思うんですけど、柔らかい層の脈の真上に持って行ったりとかですね、中間くらいに持ってくる、またはその下にある脈状のちょっと上の緩脈の終わりくらいに持ってくるとか、色々あると思うんですけど、皆さんはどう言う風にされてますでしょうか。誰も目を合わせてくれないので、河村先生どうですか。

河村：僕の場合ですと、緩のある幅の一番底から抜き去るみたいなイメージで瀉していますけどね。

本田：はい、ありがとうございます。じゃあ岩本先生お願いします。

岩本：すみません。ちょっと分からないです。

本田：質問が分からなかったですか。言っている事が分からないですか。

岩本：もういっぺん、言ってくれます。

本田：緩脈って柔らかい脈って言うのは皆さん、ご存じだと思うんですよ。その柔らかい脈状って言うのを改善するためには鍼をするわけですよね。じゃあツボを選んで鍼をする時に、緩脈のどこを良くしたいなと思って鍼を入れるのかなと言う事を、皆さんにお聞きしているんですね。緩脈がすぐに分かったら、緩脈の分かった部分ですから浅い所に鍼をすると思いますし、緩脈の中間くらいの所に鍼をしたら緩脈が改善するかもしれない、と思うと言う考え方もあると思いますし、先ほど河村先生がおっしゃったように、緩脈の終わりくらいですね、だから柔らかい脈が終わって次に濇でも弦でも何でも良いんですけど、そう言う脈状が近くにある所を鍼をする、狙うという目標ですね。先生はそう言う事をされていらっしゃったら、何かお話していただきたいなと思いました。

岩本：すみません。ちょっと参考になるような話ができないので申し訳ありません。

本田：ありがとうございます。片岡先生、どうでしょう。

片岡：緩脈を改善するために選経選穴をしているので、そのツボがちゃんと当っていれば緩脈が改善されるんじゃないんでしょうか。

中本：深さはどう言う風な所で決めていくかという

片岡：ツボを触って、押手を構えて、脈を診ながら深さをそろえると言うか調節して、脈が良くなればそこに鍼をする。そのために脈を診ているだと思います。

中本：最初に大体この深さだろうなと言うのは思わずに、ツボを触ってみて決めると言う話ですか。あの、深さ

片岡：大体この深さって言うのは、何ですかそれは。

中本：例えばですね、脈を診れば、脈をまず検脈しますよね。そうしたら普通の例えば濇が先月ありましたけど、濇かなり浅い所に打っていると言う事になると、鍼も浅い所にする、早くするとかですね、そう言う風な予測がある程度たってくると思うんですよ。そう言うものは、緩って言うものは表面が分かりにくいので、どの深さまで鍼をするかって言うのはどう言う風に考えるかなと思ってお聞きしています。

片岡：胃の気が出る深さ

中本：それは触ってみてと言うことですか。

片岡：そうですね。

中本：はい。

本田：山崎先生、どうでしょうか。

山崎：今の片岡先生と同じような、同じ答えかな。

中本：触ってみて決めるですね。

山崎：そう言うことですね。それでもっと言えば、井栄兪経合で、井兪の方が必然的に浅い、だから弦の方が浅い、という感じはしますけどね。合穴の方が水穴で滑の方が自動的に深くなるのかな、と前提として自分の頭の中にありますけど、実際には触ってみて 、ソロっと触ってみてダメならもうちょっと、もうちょっとでダメならもうちょっと、というようなことはやっています。現実にはそのようなことをやっています。 

本田：はい、ありがとうございます。ツボで選ぶっていうのもありますよね。その時、脈で選ぶっていうのは浮沈とかも含まれているのでしょうか。

山崎：浮沈は、どういうのかな、目的の方向に向かっているのか判断には使って、浮沈そのものは、私の場合にはそんなに。例えば、春夏は浮でないとあかんのに沈であったら具合悪いなとか、秋冬は沈の方へ向かってもらわないと具合悪いなとかの使い方をするだけであって、浮いているからツボは浅く取るとか沈んでいるからツボは深く取るとかはやらずに季節に合わせて春夏なのに沈んでいたら浮かしましょう。秋冬なのに浮いていたら沈めましょうと、自分のやった仕事が良い方に向かっているのか、悪い方に向かっているのか判断にしか浮沈は使っていません。ツボの取り方とかには使っていません。

中本：はい、ありがとうございます。片岡先生は浮沈はどのようにお考えですか。脈が浮いているから鍼の仕方はこうしようとか、ということに使っているのか。予後判定で、浮いてきたから良い、沈んできたから良いとか、後でそれを確認する為の浮沈として考えるのか。

片岡：脈位に治まるというのが大事だと思っているので、浮きすぎているのは沈める、沈めると言うとあれですが、脈位に治まるように、沈んでいるのも脈位に治まるようにという意味では考えますけど、脈状がバシッと決まれば、浮沈と言うのも必然的に改善というか良い方向に向かっていると思っています。

中本：はい、ありがとうございます。あと5分ぐらいなのですが。

中村：すみません、片岡先生の話を聞いて面白いな、と思ったのですけど、押手を構えて、もう片方の手で脈診をして深さをこういうふうに決めるという事ですか。そういうことですよね。これはすごい良いやりかたで。（本田：こういうふうにというのを説明して下さい）えっとですね、例えば、押手を決めて太白だったら太白で決めて、そこで浅く浮かしてみたり、深く沈めてみたり、その時に、もう片方の手が空いていると思うので、それで脈診をすると、それで緩脈、太白だったら、緩脈が一番取れる深さで決める、ということですよね。これすごくいいやり方だな、と今思って、と思ったのですけど。一応、確認で、そういうことで間違いないですね。ありがとうございます。

片岡：逆にそれをせずにどうやって鍼の深さを決めているのでしょうか。

中村：例えば、今まで難しい、なかなかこの治療は再現性がけっこう難しいと思っているのですよ、それで、脈だけを診て、その時点で緩の邪がどこにあるのか、脈の浮沈だけで判断しようとしていて、それでその判断によって鍼の深さを決めていたので、そうするとけっこう再現性が難しいことが多くて、だけど片岡先生の今のやり方であれば、確実に再現性が出せると思うので、これはすごい良いやり方だな、と今聞いていて思ったのですけども。ありがとうございました。

本田：山崎先生、どうぞ。

山崎：浅い深いとなってくると、僕なんかは補法の補瀉にもかかわってくると思ってしまうのだけど、例えば、浅ければ、気を集めておいて中へ入れ込む、深い所へ気を集めておいて結果的に引き出すみたいなことに繋がっていって、今まで補法瀉法が逆転してくるように思うのですけど、その辺片岡先生はどんなイメージを持たれているのか。

片岡：熱が多かったら脈は浮くと思うので、その熱を抜けば沈むだろうし、冷えていたら脈は沈むだろうから冷えを取ったら浮いてくることもあると思います。不十分ですか。

山崎：だから、熱を入れるのが補、ある意味補法で、ということの解釈の仕方なのか、という事になるのですかね。それとあともう一つは、そないなってくると浮沈だけではなしに、遅数の問題もかんでくると思うのですけど、そこまで広げたら時間がないから司会者さんは具合悪いかな。という事でこの辺で。終わった方が。大丈夫。なんか帰りに後ろから蹴られる。その辺はどうなんか。あの熱とか冷えとかなったら遅数のことも多少は頭によぎって考えておられるのですかね。

片岡：そうですね。総合的に考えて熱と冷えの話をしましたけれども、そこには浮沈も関連しますし、遅数も関連してくるし、その他もあると思います。今は瀉法の研修をしているので、僕は瀉法をすることが圧倒的に多く補法の所まではあまり考えが至っていないのですけど、山崎先生が仰ったようなこともできると思っています。

山崎：ありがとうございます。

本田：他に皆さんどうですか。浮沈で何を診ているのでしょうか。あの、僕の考えは良いとして、誰かに行きましょうか。竹下先生、どう考えていますか。

竹下：僕はやっぱり、今は邪論でやっていますので、邪の影響がある場所に関しては、やっぱり虚脈か実脈かで言ったら、僕は実脈が出ると思っています。それもやっぱり内実というものがけっこう多くて、その実という場所に鍼を持っていく為に邪の位置がどこかな、と病位ですよね、それを捉える為に浮沈脈というのを診て、すごく浮いている所に邪が乗っかているのであれば、浅い部分に鍼を刺しますし、沈脈、深い所に内実が、邪の影響が脈で診られるのでしたら、深い位置に鍼を持っていく、そこで鍼の浅い深い、というのを決めています。それ以上も以下も、そんなにないですかね。以上です。

本田：ありがとうございます。他にはどうでしょうか。田附先生、いきますか。（田附：いけませんっていったらやめれるんですか）

田附：浮沈をどう使っているのかですね。少し前までは邪の場所という事で考えていたのですけど、最近は、季節季節というお話が多いので、季節の影響を受けているという事は上の部分に邪があるのかな、という印象があって、脈位の浮沈は直接刺鍼にはあまり活用していません。ただ、鍼をした後に浮いていた脈が落ち着いていたなとか、沈んでいた脈が膨らんだなとか、そういうことに使っています。

本田：ありがとうございます。中本先生、まとめみたいなものがありましたら。

中本：そろそろ時間で、まとめはないのですが、浮沈というのは、僕も治療の時にですね、邪の位置が現れているものだと思っているので、そのように鍼を入れる深さを考えながらやっていはいるのですよね。これから応用実技があるので、その辺も気をつけながらですね、 どの位置に鍼をやっていくのか、 脈と一緒に考えていけたらなと思っています。またその辺りを各班で 話し合いながらですね、応用実技をやっていただけたらと思いますので、 よろしくお願いいたします。以上です。これで 座学、グループディスカッションを終りたいと思います。ありがとうございました。
